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１．目的 

腸管ホルモン、GLP-1 は腸管から脂肪酸受容体 GPR120 を介して分泌され、膵β細胞からのイン

スリン放出を促進する。GLP-1releaser は糖尿病治療薬として期待されている。我々は天然物よ

り、従来の脂質より１０倍 GLP-1 分泌促進能（in vitro）の高い成分(S-IHR)を分離構造決定した。

S-IHR の薬効を明らかにし、糖尿病治療用機能性食品あるいは医薬を開発する。 

 

２．成果の概要 

天然物より高活性脂肪酸画分(S-IHR)を分離、構造決定し、S-IHR の経口投与による腸管からの

GLP-1 分泌促進を試みた。予備実験として行った、αリノレン酸の経口投与では十分な GLP-1 分

泌促進が得られなかった。種々の投与方法を試した結果、適当な担体と共に投与することが、GLP-1

分泌促進に効果があると予想させる結果を得た。今後この方法を S-IHR に応用して、薬効（糖尿

病治療）を示す S-IHR を含有する機能性食品または医薬品を開発する。 

 

３．総合所見 

ポストドクターの活用による成果が想定したほど得られなかった。 

シーズとなる脂肪酸類縁体（S-IHR）の GPR-120 を介する GLP-1 分泌促進作用を in vivo で検証す

るために、評価系の構築が試みられ、脂肪酸の大腸上部へのデリバリーの可能性が見いだされた。

しかし、プロトコールの確立に至らず、S-IHR の薬効・毒性試験は実施されなかった。また、雇

用は継続されなかった。 
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